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全国144施設が事業に取り組み、
［ 事業の趣旨 ] 

・我が国における業務上疾病の中では腰痛が最も多く、医療・介護職種を含む 「保健衛生業」においても腰痛は80%以上にのぼる。

・全国の医療・介護現場を対象に、先ずは本会員自身の所属する施設において理学療法土による腰痛予防に取り組む啓発事業を開始した。

総勢7,370人の腰痛予防に貢献

149人（最大Bl人／施設）
688人（最大76人／施設）
364人（最大40人／施設）
143人（最大32名／施設）
79人（最大12人／施設）
125人（最大18人／施設）
653人（最大99人／施設）
898人（最大73人／施設）

[ E参加した職種 ：7,370人の内訳 〕
0介護助手

延べ10職種以上の o事務職
医療・介護職が事業参加g;::i!
0霊童盟 2,631人（最大300人／施設） O薬剤師
0企護主 1, 249人（最大124人／施設） O栄養士
0屋盟 129人（最大26人／施設） Oその他
0看護助手 262人（最大30人／施設） O理学療法士

[ E 参加者の声 l 
事業参加による効果・影響

事業概要
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［ I事業概要と達成施設数 ］ 

参加施設49.3%が、
全てのMissionを達成

～2023年3月24日
0蔓茎塑盟
・2022年9月1日
0皇茎塾塾
. 20, 040施設 （本会員所属施設）
0総参加者数 O運営に参加したPT
. 7, 370人・377人

Mioalon 3 

値段の箇カ却もと、・岨由’J；スタE・と司健・置置を持ラ
..，・・・，.. ... ，・守ヨ町時制＠’＿，anw•ll!llfa司~＂＇＂・，. J ,, , ,Af>J i’A・・

合始業前にラヲオ体操を実施するようになった．また、作業姿努や動作で気になることがある
際に、理学療法士への相談が1曽えた。

合’
施鐙B

実施したら、 也会，、帽tiI Step③施設認定

本事業に参加する前は腰痛が起こる時は移乗時がメインだと思っていたが、介護現場では
婦除機をかける時やオムツ交換時が多く、看護師では陰部洗浄時に多いことがわかった。
腰部負担の少なしE姿勢を伝えることにより、腰痛の発生が鴻少した。

釦 flDl2闘臨時空芳S’釦拘馳

。（
一

講義をする中で、他間重との信頼関係を深めることが出来たので本事業に参加できたこ
とはとても良かったです。また来年度ち参加したいと思っています．

盛望
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Step②各Missionの実施を協会へ報告
(WEBフォ－1(暢青） Mission2達成

144施設 本事業のプロセスは大変簡便で効率よく職場内に取り入れることができました．
この活動をきっかけに腰痛予防に対する意識をさ51こ高めていけるよう努めていきたいです。生~（公社）日本理学療法士協会

。
回毎眠回
’‘辺’竺モ。、3・
SW雌 z

JPTAのHP向
獄事聾縄駐ページ

介護士を中心l二7,370人の腰痛予防に寄与する取今年度は、最終的に全国で144施設、
り組みが実施された。

前年度と比較して、参加施設 ：130施設 （金60）→144施設 （金71)、参加者数 5, 645名→7,370名と全国的に活動が広がりつつある。
前年度に引き続き、今後取り組む施設の参考となるように、 10施設の取り組み事例集を作成、公表した。
本事業を通じて、医療・介護・福祉従事者の腰痛予防に取り組み、さらに今後はそれ以外の業種・職種の腰痛予防にも貢献していく。

腰痛予防の取り組みの推進ヘ
計377人の理学療法土が運営に参加し、看護師、

［ W 事業総括と－今後の展望 ］ 



I r2022 職場における腰痛予防宣言！ Jの事業報告（集計一覧） ｜ 
0血蓋髭~

病院・ セン~－

介Iiサービス施霞 （範股型） 一一一一一一一一－ 35 
介IIサーピス施股（通所盤） ・・・・ 14 

介臨サービス施股（訪問型） ・・ 8 

t幸療所 （クリニック） ・・ 9 

障害福祉施股・事業所 ・ 4

その他 ・・ 6

71 

。 20 40 60 80 

0本事業に参加したきっかけ、動機

臨場環境et・のため

必要性を感じていた．も~＜は感じた 118 

元々、 lfiり組んでいた 76 

施殴外への対外的アピーんとなるため 65 

理学療法士自社会的認知度向上のため ・・・・圃・・圃・・ SS 

他•11からの要温があラた ・・・・・・・ 41 

薗自そうだヲた ・・・・・・・ 39 

・加特典のポスターに興聴があヲた ・・・圃・・ 3S 

上司からn組を求められた ・・・・ 24 
その他 ・ 7

0 20 40 60 80 100 120 140 

0参加職種と割合

．看護師 ． 介護士

． 理学療法士 事務員

圃 その他 国 作業療法士

． 介護助手

．言語聴覚士． 医師

．栄養士 薬剤師

看護師

． 事務員 作業療法士

．介護士 ． その他

．言語聴覚土圃 医師

．看護助手 ． 栄養士

介護助手

0実施の際に連携した部署・職種等

リハビリテーション都門

肴竃師長等の理奇麗専門磁の長

施段Jll

労働安全衛生倭員会や衛生管理者等

67 

S9 

S9 

人事・労務・総務等の部門 SS 

7ロア・ユニット・病僚等の管理者 41 

車業医等の産業保健部門 圃圃 S

その他 ・圃圃圃圃・ 21

。 20 40 60 80 100 

134 

0実姉以前に職場で他職種と協力した腰痛予防対策手
実施したことがあるか

今回．初めて取り組みを実施Lた

定倒的ではないが、過去に何度合、取り組みを実締し

たことがある

定期的 （1ll'にz回櫨度〉に恩リ組んで曹た 33 

定期的 （'11月に1回樋贋〉に取り組んで曹た ．．． 10 

定期的 （J11月に泊四）に取り組んで曹た ． 4 
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．知らなかった

n=152 

0今後も腰痛予防対策の取り組み存継続できそうか

定期的 （ti事に2回温度）に継続で曹そう

定期的l孟雌しそうであるが、摘し郎、 ．．．．．． 27 

訓的 （311月に2回種~に闘で曹そう － 15

定期的 （611!!~l固櫨鹿）に纏続で曹そう - 26 

0 1020304050 60708090 

97 

．十分に活用されている

少し活用されている

．あまり活用されていない

n=75 
0都道府県別

4 10 16 12 14 
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84 

01北海道
02青森
03秋田
制岩手
OS宮嫌 圃－
06山形
07徳島 一－－
08茨緩
09栃木
10群馬 一一千
11勾玉
12千葉
13東京 一一
14神奈川
15新；目
16富山
17石川
18領井
19山梨 ・F
20長野
n静岡
22綬皐

23愛知
泊三重

25京都 ・ ー一一一一一一－
26滋賀
27奈良 圃－
28和敏山
n大阪
30兵庫 『

31岡山 田・園田圃
32広島
33鳥取
34島領

35山ロ ー－
36愛媛
37高知 田園
38香川 ー－
39徳島
40福岡
41長崎
42熊本
43大分
制佐賀 園田

45宮崎
岨鹿児島

47沖縄

金メダル

52 銀メダル


